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1.はじめに 

日本壁装協会では塩化ビニル樹脂系壁紙のライフサイ

クルCO2排出量について、2007年11月から大学と連携

しLCA研究会を設立、壁紙のLCAに取り組んでいる。

会員企業からデータ収集を行い、各社のCO2排出量を算

定すると共に、業界平均値を算出し、その結果を会員企

業へ報告しCO2の見える化を行い問題点の把握と改善を

促した。2009年からはこのように壁紙業界のCO2排出量

継続的改善を行うシステムを構築して、CO2排出量6％の

削減を実現した。 

2.方法 

2.1評価対象と機能単位 

本研究は標準的な塩化ビニル樹脂系壁紙評価対象とす

る。機能単位は壁を装飾する1㎡の壁紙とする。 

 

図1 標準的な塩化ビニル樹脂系壁紙 

2.2システム境界 

システム境界は図2に示す。素材から焼却までを評価

範囲とした。また使用段階におけるCO2の発生はないもの

とした。焼却は焼却時に素材由来から発生するCO2を計

上し、リサイクルは評価に含めていない。 
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図2 システム境界 

 

3.データの収集方法 

日本壁装協会会員の塩化ビニル樹脂系壁紙製造企業6

社から1次データを収集した。これを2009年からの3年

間、各社のライフサイクルCO2排出量を算定し、これよ

り業界平均値を求めた。尚、計算に用いた原単位は「7.

参考文献」記載の文献に基づきLCA研究会で選定、作成

した。 

 

4.CO2排出量の報告とCO2削減の促進 

各社のCO2排出量結果については企業個別に報告書を

作成し結果を返すことで、CO2の見える化を行った。す

なわち業界平均値との比較、工程・原材料別のCO2排出

量、前年度排出量との比較等を示すことにより、問題点

を明らかにし企業のCO2削減努力を促した。報告書は

2010年、2011年と継続して作成している。尚、図3は報

告書の一部抜粋、結果は例を示す。 

 
 図3 企業へのCO2排出量結果報告書 

製造方法 

コーティング法：塩ビペーストを裏打紙

に塗工し熱風乾燥させゲル化させ、グラ

ビア印刷、発泡エンボス加工を施す。 

業界平均値

と企業結果

の比較 



5.結果 

5.1 3年間のCO2業界平均値 

 CO2の業界平均値は 2009 年で 930g-CO2/㎡の排出量で

あったが、継続的改善システムの運用と企業の削減努力

によって2011年では876g-CO2/㎡まで削減され、2009年

からの3年間で約6%のCO2排出削減に成功した。 

0.00E+00

1.00E+02

2.00E+02

3.00E+02

4.00E+02

5.00E+02

6.00E+02

7.00E+02

8.00E+02

9.00E+02

1.00E+03

2009年 2010年 2011年

素材 製造ユーティリティ 製造副資材 輸送 施工 焼却

g-
C
O

2
/
㎡

素材

ユーティリティ

焼却

副資材、輸送、施工

 
図4 3年間のCO2業界平均値 

 

5.2企業におけるCO2削減活動 

 CO2 排出量削減について素材の配合量を変更した事例

を紹介する。図5よりCO2排出量の多いものは、「塩ビ樹

脂」、「可塑剤」、「顔料」であることがわかった。 
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図5 素材別のCO2排出量（2011年業界平均） 

 

これに注目し、壁紙製造時に「塩ビ樹脂」、「可塑剤」、

「顔料」の配合量を減らし、CO2 排出の寄与度が少ない

充填剤の量を増やした。これを図 6 に示す。尚、数値は

一例である。 
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図7 素材配合量変更によるCO2排出量の変化 

 

素材の配合量変更によって、2009年に416g-CO2/㎡排出

量が2011年には393g-CO2/㎡まで削減することができた。

そのほか、各企業において工程改善や新設備導入等に

よりCO2排出削減を継続して実施している。 

 

6.まとめ 

 日本壁装協会では会員企業からのデータ収集とLCA評

価を行い、その結果を会員企業にフィードバックして問

題点の継続的改善を図るシステムを運用中である。これ

により、素材の配合量変更、工程改善等をおこなった結

果、塩化ビニル樹脂系壁紙1㎡のライフサイクルにおけ

るCO2排出量について、2009年からの3年間で、CO2業

界平均値を約6%排出削減に成功した。 

工程別で素材および焼却のCO2排出量が多い点は、今

後の削減のポイントと思われる。 

 今後は壁紙業界でリサイクルに向けた取り組みに努め、

更なるライフサイクル CO2低減を目指す。これらの研究

成果は会員企業、建築業界、社会等へ発信していくこと

を目標に今後も継続して研究活動を行っていく。 
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  図6 壁紙製造時の素材配合量変更 


